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1.    研究研究研究研究のののの目的目的目的目的 

    時代の流れに伴い鉄道は人々が気軽に，そして日

常的に利用できる公共の交通機関となってきた．特に

現代においては，通勤，通学，買い物に利用されるな

ど，多くの人々にとってなくてはならないものとなっ

ている．鉄道を使用する際に利用者として望むことと

しては，車両や駅舎の快適性はもちろんのことである

が，駅周辺を利用する際の快適さについても見過ごす

ことは出来ない． 

本研究では，最も通行者の集中が予想される時間

帯においても，建設予定の新駅の駅前広場が歩行者に

とって一定のサービス水準を保つ歩行環境を提供でき

るか否かの検討を目的に，数値シミュレーションを実

施した． 

 

2.    シミュレーションモデルシミュレーションモデルシミュレーションモデルシミュレーションモデルのののの概要概要概要概要 

 検討には，個別要素法をベースにした群集避難シミ

ュレータ 1)，2)を用いた．人間および境界壁は，離散要

素として取り扱われ，各要素に作用する（人間-人

間）および（人間-壁）の相互作用と，人間要素に作

用する自立歩行力を評価し時間発展させることで，群

集行動が追跡される．人間要素には，物理的な接触だ

けでなく心理的な影響を考慮した要素間作用力も働く

ようになっている．また，今回は，図-1 に示すよう

に粒子を 5 つ連結させた「自転車＋人」のモデルを

導入した．物理的接触により受ける力は人間要素の場

合と同じであるが，心理的な接触領域は人間を模擬し

た粒子からのみ発生する． 

 

図-1 「自転車＋人」のモデル 
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表-1 シミュレーション一覧 

 

 

3.    計算条件及計算条件及計算条件及計算条件及びびびび歩行空間歩行空間歩行空間歩行空間のののの評価方法評価方法評価方法評価方法 

 計算は京都市近郊に設置が予定されている鉄道駅の

駅前広場を対象に実施した．計算対象領域は，新駅の

東側に位置する駅前広場のほか，通行量や動線の錯綜

により歩行者のサービス水準が課題となりそうな検討

区間を含み，なおかつ列車到着により降車した群集が

検討区間までの距離を移動することによる歩行者密度

の減少を考慮できるように，改札からの連続的な範囲

設定とした．利用者については，通勤・通学主体の帰

宅時間のため大人の健常者を対象とし，交通安全上の

観点から自転車利用の人は駅周辺では手押しとする．

利用者数については，新駅周辺の土地利用状況等と類

似した洛西口での観測結果を基に，15 分間のピーク

率を求めて 1 日における駅の予想利用者数 8000 人か

ら算出した．ただし，計算の初期状態においては駅前

広場に人が存在していないため，15 分間の計算を 2

回連続して実施し，速度や歩行者密度の結果は 2 回

目の計算結果を用いた．表-1 に実施したシミュレー

ション条件の一覧，図-2 に計算対象領域を示す． 

なお，今回歩行環境を評価する検討領域は，図-2

に示す A1~A3,B~D の区間であり，歩行者密度の評

価方法にはサービス水準 3)を用いた．サービス水準は

（人/㎡）で表され，A~C が他の歩行者を追い越すこ

とが出来る十分なスペースがある状況，D,E が他の

歩行者を追い越す自由は抑制され、速度の低下が顕著

となる状況．F は歩行路の容量の限界となっている状

況を示す．つまり、サービス水準Ｃまでであれば、高

水準の歩行環境が提供可能な状態と言える． 
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図-2 計算対象領域と検討区間 

 

図-3 スナップショット 

 

4.    解析結果解析結果解析結果解析結果 

    本研究においては平均歩行者密度と速度の 2 つの

側面から，歩行環境を検討した．図-3 に検討ケース

①，④，⑤，⑥の区間 A におけるスナップショット

を示す．幅員の減少により，歩行者が直線状に連なっ

て移動する様子や，駅利用者数の増加に伴う混雑がそ

れぞれの検討ケースにおけるスナップショットの比較

により視覚的に確認できる． 

 表-2 に平均歩行者密度および速度を示す．駅利用

者数が同じで，幅員が減少した状況の検討ケース①～

④に着目する．検討ケース④の区間 A-1,2 以外の全

ての検討区間で，サービス水準が A，もしくは B と

なっていても平衡速度上限値である 1.06(m/s)からの

顕著な速度の低下は見られない．一方，検討ケース⑤，

⑥に着目すると検討ケース①～④と同様に，密度に関

してはそれほど悪くない水準を保持できるが，検討ケ

ース⑥の速度に関しては，顕著な低下が見られる． 

 これらの点に着眼して図-4 に，検討ケース①，④，

⑤，⑥の区間 A-2 で衝突回避をしている人間の割合

を時系列で示す．検討ケース①とケース④，⑤，⑥の

比較から，他の人間からの影響を受け易くなったため 

表-2 平均歩行者密度・速度 

 

 

 

図-4 衝突回避人数の割合 

 

に，速度の低下が起こったことが確認できる． 

 

5.    結論結論結論結論 

 群集避難シミュレータを歩行環境の検討に活用し，

建設予定の新駅の，駅前広場での歩行者流動予測を実

施した．現計画案に沿ったシミュレーションの結果，

サービス水準の観点から計画の妥当性が確認された．

また，計画案に負荷を与えたシミュレーションも実施

し，駅前空間の幅員減少や駅利用者数の増加に対する

歩行空間の評価も実施した．さらに，結果表示の際に

は CG アニメーションが計画の理解に対して有用な

支援ツールと成り得ることも示された．今後も，群集

避難シミュレータの改良および新たな可能性について

模索し続けたい． 
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